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2.16.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 布川博士 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア情報学総論，プログラミング言語構造論，コミュニケーション論，ほかゼミ等 
(b) 研究科担当授業科目 
情報環境デザイン特論，ほかゼミ等 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
ミッションステトメントに基づく研究室の経営，研究成果活用・実課題発掘のためのフィールドワーク．企業と連
携した社会性をもった授業の実施，そのノウハウ・人脈の若手教員へのトランスファー．特にプロジェクト演習の
実施あたり多くのテキスト等を作成． 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
感性工学ハンドブック（分担） 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
該当なし 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 鈴木 秀顕 , 布川 博士，“TSP 型電子書籍販売の立ち読み相当時開設定の有効性”，情報処理学会研究報告. 情
報システムと社会環境研究報告 2013-IS-126(6), 1-5, 2013-11 
2) Yosuke Takahashi, Kiwamu Sato "Prototype of virtual chemical experiment system", 2013 International Joint 
Conference on Awareness Science and Technology & Ubi-Media Computing (iCAST 2013 & UMEDIA 2013)平成
25 年 11 月 
3) Naohito Ogasawara, "Noren" communicator: A communication sending the behavior to check the status of 
a friend", 2013 International Joint Conference on Awareness Science and Technology & Ubi-Media Computing 
(iCAST 2013 & UMEDIA 2013)平成 25 年 11 月 
4) Naohiro Raiko, "Cap Indicator: an interface for wearable notification device", 2013 International Joint 
Conference on Awareness Science and Technology & Ubi-Media Computing (iCAST 2013 & UMEDIA 2013) 平成
25 年 11 月 
5) 布川博士，佐藤究，小笠原直人，”ソフト系 IT 分野の企業における震災時の対応と貢献 第 2 報”，日本災害
情報学会第 15 回学会大会，A-2-3，平成 25 年 10 月 
6) 佐藤究，布川博士，小笠原直人，”リアリティのある環境の中に埋め込んだ大学生のメールリテラシ教育の実験”，
信学技報, vol. 113, no. 355, SITE2013-53, pp. 85-90, 平成 25 年 12 月   
7) 佐藤究，高橋要介，小笠原直人，布川博士，”中学理科を対象とした「仮想化学実験キット」の試作，2013 年
度第 7回情報処理学会東北支部研究会，13-7-B3-4，平成 26 年 3月 
8) 來迎直裕,小笠原直人,佐藤究,布川博士，"返信の期待感を軽減するコミュニケーションツールの提案 ", 第１５
回日本感性工学会大会, 平成 25 年 9月 
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9) 鈴木 秀顕 , 布川 博士：TSP 型電子書籍販売の立ち読み相当時開設定の有効性，情報処理学会研究報告. 情報
システムと社会環境研究報告 2013-IS-126(6), 1-5, 2013-11-25 
10) 布川 博士 , 鈴木 秀顕 , 佐藤 究 , 小笠原 直人：大学生のメール利用経験の経緯と現状 -理系・文系の大学
2年生を事例に-，情報処理学会研究報告. コンピュータと教育研究会報告 2013-CE-122(13), 1-6, 2013-12-07
11) 來迎直裕 , 小笠原直人 , 佐藤究 , 布川博士, "消えるメッセージによる義務感を軽減するコミュニケーショ
ンツール", 情報処理学会 HCI 研究会報告 2014-HCI-157(1),1-6，平成 26 年 3月 
12) 小笠原直人 , 阿部允大 , 佐藤究 , 布川博士 , "スイッチ押下記録による喫煙ログシステム", 情報処理学会
HCI 研究会報告 2014-HCI-157(32),1-5，平成 26 年 3月  
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費，「共有ブロックを用いた実物体共有型遠隔地作業支援システムの拡張」，1500 千円 
2) 共同研究，「最適巡回経路を都度ナビゲーションする手段のユーザエクスペリエンス向上」，974 千円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 新聞報道，“本県 4人、震災教訓伝える 群馬・災害情報学会”，岩手日報，2013 年 10 月 27 日朝刊 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
運営会議委員，就職委員会委員長 
(c) 学生支援 
研究室所属の学生の生活指導等 
(d) その他 
該当なし 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1） 仙台市情報化推進委員会委員 
2） 仙台市情報セキュリティ専門委員会 委員長 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) （財）仙台応用情報学研究振興財団 理事・研究主幹 
2) （社）宮城県情報サービス産業協会  参与  
3) 東北情報サービス産業懇談会 顧問 
4) 東北 IT 産業推進機構 運営委員 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
1) 飲料自販機事業関連（仙台市内ののベンチャー企業と共同） 
2) 健康サービス関連（東北地方の医科系大学，東北の中小企業と共同） 
3) 電子出版関連（東北のベンチャー企業，東京のベンチャー企業と共同） 
4) 歯科医師予約システムを核としたマーケティングシステム（歯科医と共同） 
5) 岩手で開発された新種のトマトを核としたマーケティングプロジェクト（宮城県のベンチャー企業と共同） 
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(e) 学会などにおける活動 
1) 日本感性工学会 理事 
2) 日本感性工学会 論文誌編集委員 
3) 日本感性工学会 感性事業部会 部会長 
4) 日本感性工学会 第 15 回大会 実行委員会 
5) 情報処理学会東北支部 評議員 
6) 電子情報通信学学会，日本感性工学会、国際会議等の査読委員 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績] 
本来，教授の行う研究と，そうでない者が行う研究は質的に異なっている．この考え方を基本に以下を
実践した． 
 
飲料自販機に関する研究（研究活動，社会貢献活動）を行った．飲料自販機配送業を行う企業を顧客と
して持つ IT 企業との共同研究である．一般に IT 企業の顧客は IT 企業以外であることが多い，そのため，
大学が IT 企業と共同研究を行う場合は，(1) IT 企業だけに向けたものと，(2) IT 企業の顧客に向けた
ものにわかられる．これは，2者択一ではなく双方が融合されている，本年度は飲料自販機に関する研
究，(2)の比率の大きい形態で共同研究を行った．これは，今後の本研究室における共同研究のあり方を
設計するためのものでもあり，教授が行うべき職務である． 
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職名： 講師 氏名： 佐藤究 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ヒューマンインタフェース，情報環境論，情報メディア入門，ソフトウェア演習 B/C，メディアシステム演習 A/B/C，
メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報環境デザイン特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
研究室内論文発表データベースの改良，研究室内名簿管理システムの構築 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
該当なし 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) Yosuke Takahashi, Kiwamu Sato "Prototype of virtual chemical experiment system", 2013 International Joint 
Conference on Awareness Science and Technology & Ubi-Media Computing (iCAST 2013 & UMEDIA 2013)平成
25 年 11 月 
2) Naohito Ogasawara, "Noren" communicator: A communication sending the behavior to check the status of 
a friend", 2013 International Joint Conference on Awareness Science and Technology & Ubi-Media Computing 
(iCAST 2013 & UMEDIA 2013)平成 25 年 11 月 
3) Naohiro Raiko, "Cap Indicator: an interface for wearable notification device", 2013 International Joint 
Conference on Awareness Science and Technology & Ubi-Media Computing (iCAST 2013 & UMEDIA 2013) 平成
25 年 11 月 
4) 布川博士，佐藤究，小笠原直人，”ソフト系 IT 分野の企業における震災時の対応と貢献 第 2 報”，日本災害
情報学会第 15 回学会大会，A-2-3，平成 25 年 10 月 
5) 佐藤究，布川博士，小笠原直人，”リアリティのある環境の中に埋め込んだ大学生のメールリテラシ教育の実験”，
信学技報, vol. 113, no. 355, SITE2013-53, pp. 85-90, 平成 25 年 12 月  
6) 布川 博士 , 鈴木 秀顕 , 佐藤 究 , 小笠原 直人：大学生のメール利用経験の経緯と現状 -理系・文系の大学
2年生を事例に-，情報処理学会研究報告. コンピュータと教育研究会報告 2013-CE-122(13), 1-6, 2013-12-0 
7) 佐藤究，高橋要介，小笠原直人，布川博士，”中学理科を対象とした「仮想化学実験キット」の試作，2013 年
度第 7回情報処理学会東北支部研究会，13-7-B3-4，平成 26 年 3月 
8) 來迎直裕,小笠原直人,佐藤究,布川博士，"返信の期待感を軽減するコミュニケーションツールの提案 ", 第１５
回日本感性工学会大会, 平成 25 年 9月 
9) 來迎直裕 , 小笠原直人 , 佐藤究 , 布川博士, "消えるメッセージによる義務感を軽減するコミュニケーショ
ンツール", 情報処理学会 HCI 研究会報告 2014-HCI-157(1),1-6，平成 26 年 3月 
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10) 小笠原直人 , 阿部允大 , 佐藤究 , 布川博士 , "スイッチ押下記録による喫煙ログシステム", 情報処理学会
HCI 研究会報告 2014-HCI-157(32),1-5，平成 26 年 3月 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費，「共有ブロックを用いた実物体共有型遠隔地作業支援システムの拡張」，1500 千円 
2) 共同研究，「最適巡回経路を都度ナビゲーションする手段のユーザエクスペリエンス向上」，974 千円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 新聞報道，“本県 4人、震災教訓伝える 群馬・災害情報学会”，岩手日報，2013 年 10 月 27 日朝刊 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
入試検討委員会（学部），入試委員会（研究科） 
(c) 学生支援 
放送部顧問 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
仙台応用情報学研究振興財団主任研究員 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
1) プロジェクト演習における企業との合同発表会の主催 
2) 他大学，企業と連携した合同ゼミの主催（東北情報大学） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 第 368 回情報処理学会東北支部講演会の運営 
2) 査読 感性情報処理学会（2本） 
(f) その他 
該当なし 
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[主な業績］ 
中学校理科を対象とした「仮想化学実験キット」 
中学校理科の授業において，観察・実験はきわめて重要な活動である． しかし，時間の設定や薬品・器具の取り扱
いによる安全面の徹底から実験時間や観察時間の確保が難しい． 我々は，現実の器具を Android 端末を用いた実物
体指向デバイスとし，“手を動かしながら”仮想実験を可能にするシステムの研究を行っている． 先行研究ではシ
ステムの提案・設計を行った．本研究では，システムの実装と評価実験を行うことを目的とする． 
リアリティのある環境の中に埋め込んだ大学生のメールリテラシ教育の実験 
すでにメール利用になれてしまっている学生に対して，社会人への移行の過渡期における教育として，大学におい
てどのようなメールリテラシ教育を行うかが現実的な課題となっている．本稿では，これまで友人や近親者とのや
りとり多かった彼ら彼女らが，新たな他人として教員とメールをやり取りする状況をリアリティのある環境と設定
して，その環境の中にメールリテラシ教育を埋め込んでゆく方法を提案し，その実験結果を報告する 
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職名： 講師 氏名： 小笠原直人 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
メディア論，学の世界入門，プロジェクト演習Ⅰ/Ⅱ 
ソフトウェア演習 B/C，メディアシステム演習 A/B/C，メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
社会情報システム特論 II 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
該当なし 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 來迎直裕,小笠原直人,佐藤究,布川博士，"返信の期待感を軽減するコミュニケーションツールの提案 ", 第１５
回日本感性工学会大会, 平成 25 年 9月 
2) 布川博士，佐藤究，小笠原直人，”ソフト系 IT 分野の企業における震災時の対応と貢献 第 2 報”，日本災害
情報学会第 15 回学会大会，A-2-3，平成 25 年 10 月 
3) Naohito Ogasawara, ""Noren" communicator: A communication sending the behavior to check the status of 
a friend", 2013 International Joint Conference on Awareness Science and Technology & Ubi-Media Computing 
(iCAST 2013 & UMEDIA 2013)平成 25 年 11 月 
4) Naohiro Raiko, "Cap Indicator: an interface for wearable notification device", 2013 International Joint 
Conference on Awareness Science and Technology & Ubi-Media Computing (iCAST 2013 & UMEDIA 2013) 平成
25 年 11 月 
5) 佐藤究，布川博士，小笠原直人，”リアリティのある環境の中に埋め込んだ大学生のメールリテラシ教育の実験”，
信学技報, vol. 113, no. 355, SITE2013-53, pp. 85-90, 平成 25 年 12 月 
6) 布川 博士 , 鈴木 秀顕 , 佐藤 究 , 小笠原 直人：大学生のメール利用経験の経緯と現状 -理系・文系の大学
2年生を事例に-，情報処理学会研究報告. コンピュータと教育研究会報告 2013-CE-122(13), 1-6, 2013-12-07
7) 來迎 直裕 , 小笠原 直人 , 佐藤 究 , 布川 博士, "消えるメッセージによる義務感を軽減するコミュニケー
ションツール", 情報処理学会 HCI 研究会報告 2014-HCI-157(1),1-6，平成 26 年 3月 
8) 小笠原 直人 , 阿部 允大 , 佐藤 究 , 布川 博士 , "スイッチ押下記録による喫煙ログシステム", 情報処理
学会 HCI 研究会報告 2014-HCI-157(32),1-5，平成 26 年 3月 
9) 佐藤究，高橋要介，小笠原直人，布川博士，”中学理科を対象とした「仮想化学実験キット」の試作”，2013
年度第 7回情報処理学会東北支部研究会，13-7-B3-4，平成 26 年 3月 
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(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費，「共有ブロックを用いた実物体共有型遠隔地作業支援システムの拡張」，400 千円 
2) 共同研究，「最適巡回経路を都度ナビゲーションする手段のユーザエクスペリエンス向上」，974 千円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
就職委員会，入試検討委員会 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
仙台応用情報学研究振興財団主任研究員 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
査読 感性情報処理学会（1本） 
(f) その他 
該当なし 
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[主な業績] 
・スイッチ押下記録による喫煙ログシステム 
 近年アプリなどを用いてライフログを利用する人が増えてきている．ライフログとは人間の活動や行いを記録に
残すこと，又は記録自体を指し日常の活動を認識し見直すことを目的としている．その目的の範囲は広義的で多岐
に渡り，ライフログとして活用される情報も記録の取り方や目的によって多様である. 
 ライフログは記録の取り方に注目すると次の二種類に分けることが出来る．一つは各種センサなどを利用し，利
用者の意思に関わらず自動的に記録を行うもの，もう一つは利用者が意識して手動で記録するものである．具体的
な記録対象としては，前者には GPS による位置情報や活動計による運動量の記録など，後者には食事写真やメモな
どがある．ライフログの継続性いう点では自動記録は利用者の操作を必要としないため容易に記録を継続すること
ができるが，手動の記録では利用者のモチベーションの高さによって記録の欠落などから正確性や継続性に問題が
生じる可能性がある．  
 そこで我々は利用者が手動的に行っていた記録を自動的に記録する手法としてスイッチを押すという行為に着目
した．照明やリモコンなど日常生活でスイッチを操作する機会は多い．スイッチを押すという行為は照明をつける，
チャンネルを変えるなど目的達成のために行われる行為である．スイッチを押すという行為を計測することで利用
者に記録することを意識させずに記録を行うことが出来る．これにより，利用者のモチベーションに左右されずに
正確な捜査の記録をライフログとして利用することができる． 
 本研究では，スイッチ押下を記録する対象として喫煙の記録を用い，ライターによるタバコの着火を自動的に記
録する喫煙ログシステムの構築を行った．これにより，禁煙に対する意識の低い喫煙者であっても，自身の喫煙習
慣を正しく認識することができ，禁煙への意識を高める効果が期待できる． 
 
  
